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協

議

委

員

会

は

今

 

８

月

と

９

月

の

定

例

・

臨

時

協

議

委

員

会

で

検

討

し

た

内

容

や

報

告

事

項

を

一

部

紹

介

し

ま

す

。

 

①

 

辻

川

界

隈

展

・

民

俗

学

の

夕

べ

 

 

 

の

予

算

実

行

率

は

約

９

０

％

 

②

 

防

犯

グ

ル

ー

プ

の

組

織

づ

く

り

 

③

 

市

川

駒

が

岩

へ

の

町

道

拡

幅

。

辻

川

区

が

経

費

２

割

負

担

予

定

。

 

④

 

防

災

無

線

の

デ

ジ

タ

ル

化

に

伴

い

、

ス

ピ

ー

カ

ー

柱

（

辻

川

は

農

協

の

資

材

倉

庫

裏

〔

東

側

〕

）

に

役

場

へ

の

連

絡

電

話

と

非

常

放

送

シ

ス

テ

ム

を

設

置

。

 

⑤

 

防

災

機

器

の

点

検

。

管

理

台

帳

整

備

も

含

め

近

日

中

に

。

 

⑥

 

ハ

ウ

ジ

ン

グ

タ

イ

ホ

ー

分

譲

地

の

町

内

（

隣

保

）

入

り

に

つ

い

て

は

、

ま

ず

第

一

期

の

６

軒

は

９

隣

保

へ

。

 

⑦

 

公

民

館

排

水

の

公

共

下

水

道

へ

の

つ

な

ぎ

込

み

は

か

な

り

大

掛

か

り

な

工

事

に

な

り

そ

う

。

 

⑧

 

薬

師

山

霊

園

の

空

き

は

、

残

り

３

区

画

。

 

⑨

 

８

月

１

８

日

、

秋

祭

り

特

別

委

員

会

開

催

 

⑩

 

防

犯

街

路

灯

は

環

境

担

当

が

６

箇

所

を

要

望

。

 

⑪

 

協

議

委

員

選

出

選

挙

の

あ

り

方

。

 

⑫

 

秋

祭

り

服

装

に

つ

い

て

の

青

年

団

か

ら

の

要

望

や

実

行

委

員

会

の

構

成

を

検

討

。

 

   

      

お

知

ら

せ

 

『『 『『
銀銀 銀銀
のの のの
馬
車
道

馬
車
道

馬
車
道

馬
車
道
』』 』』
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

    

銀

の

馬

車

道

は

、

生

野

鉱

山

と

飾

磨

港

を

結

ぶ

日

本

初

の

高

速

産

業

道

路

と

し

て

明

治

９

年

に

整

備

さ

れ

た

。

現

在

は

ほ

と

ん

ど

が

県

道

や

国

道

に

変

わ

っ

て

い

る

が

、

往

時

を

し

の

ば

せ

る

記

念

碑

な

ど

が

残

っ

て

い

る

。

中

播

磨

で

は

、

県

民

局

が

音

頭

を

取

り

、

「

銀

の

馬

車

道

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

協

議

会

」

が

中

心

に

な

っ

て

い

ろ

い

ろ

な

イ

ベ

ン

ト

が

展

開

中

。

南

か

ら

亀

山

本

徳

寺

・

生

野

橋

・

辻

川

・

屋

形

・

福

本

の

各

地

が

こ

の

イ

ベ

ン

ト

の

ポ

イ

ン

ト

地

点

に

な

っ

て

い

る

。

 

 

１

０

１

０

１

０

１

０

月

月月

月

２

７

２

７

２

７

２

７

日

日日

日

（

（（

（

土

土土

土

）

））

）

に

は

辻

川

界

隈

ま

ち

づ

く

り

交

流

会

が

「

銀

の

馬

車

道

ウ

オ

ー

ク

」

を

、

も

ち

麦

生

産

組

合

が

「

も

ち

む

ぎ

祭

り

」

を

行

う

。

ま

た

、

１

０

１

０

１

０

１

０

月

月月

月

３

１

３

１

３

１

３

１

日

日日

日

（

（（

（

水

水水

水

）

））

）

午

後

午

後

午

後

午

後

２

２２

２

時

時時

時

か

ら

銀

の

馬

車

道

劇

団

が

田

原

小

学

校

で

旗

揚

げ

公

演

を

す

る

。

地

元

の

小

学

生

や

松

竹

の

俳

優

の

渋

谷

天

外

さ

ん

も

出

演

。

馬

車

道

建

設

当

時

の

物

語

を

人

情

喜

劇

に

仕

立

て

た

そ

う

だ

。

乞

う

ご

期

待

。

 

 《

《《

《

 

  

 

当

面

当

面

当

面

当

面

の

のの

の

予

定

予

定

予

定

予

定

 

  

 

》

》》

》

 

  

 

９

月

３

０

日

 

道

普

請

（

少

雨

決

行

）

 

１

０

月

６

・

７

日

 

秋

祭

り

 

 

 

 

 

１

１

月

 

フ

ラ

ワ

ー

ポ

ッ

ト

植

替

 

１

２

月

 

各

種

団

体

・

隣

保

長

会

議

 

 宮

当

番

よ

り

祭

礼

行

事

の

報

告

 

◆

７

月

８

日

（

日

）

夏

夏夏

夏

え

び

す

え

び

す

え

び

す

え

び

す

 

◆

７

月

１

６

日

（

祝

）

夏

夏夏

夏

ま

つ

り

ま

つ

り

ま

つ

り

ま

つ

り

 

 

区

長

さ

ん

は

じ

め

役

員

や

当

番

の

方

三

十

名

近

く

の

参

加

（

内

、

井

ノ

口

か

ら

六

名

）

の

下

、

お

奉

り

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

．

[

７

隣

保

]

 

事

業

報

告

 

◆

７

月

１

１

日

（

水

）

 

 

  

 

行

政

懇

行

政

懇

行

政

懇

行

政

懇

談

会

談

会

談

会

談

会

で

の

質

疑

応

答

を

一

部

紹

介

し

ま

す

。

 

[

質

問

]

下

水

道

工

事

後

の

旧

道

の

カ

ラ

ー

舗

装

等

は

？

 

→

[

回

答

]

補

助

対

象

は

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

舗

装

の

み

 

[

質

問

]

旧

辻

川

町

営

住

宅

跡

地

の

返

還

請

求

に

対

す

る

回

答

を

文

書

で

。

→

 

[

回

答

]

福

崎

町

条

例

に

よ

り

寄

付

行

為

に

つ

い

て

は

返

還

で

き

な

い

。

 

[

質

問

]

辻

川

界

隈

ま

ち

づ

く

り

は

各

団

体

間

の

情

報

交

換

が

希

薄

で

は

。

→

 

[

回

答

]

各

団

体

が

一

体

と

な

っ

た

ま

ち

づ

く

り

が

で

き

る

よ

う

機

能

強

化

を

図

り

た

い

。

 

 ◆

７

月

１

６

日

（

祝

）

 

女

性

部

が

１

隣

保

に

あ

る

「

銀

の

馬

車

道

」

大

看

板

下

の

清

掃

と

フ

ラ

ワ

ー

ポ

ッ

ト

設

置

。

 

 

◆

７

月

２

９

日

（

日

）

～

８

月

５

日

（

日

）

 

辻

辻辻

辻

川

界

隈

展

川

界

隈

展

川

界

隈

展

川

界

隈

展

 

 

今

年

も

松

岡

百

貨

店

か

ら

東

の

旧

道

沿

い

を

中

心

に

、

文

芸

作

品

（

俳

句

・

短

歌

・

絵

画

・

写

真

）

、

懐

か

し

の

お

も

ち

ゃ

、

森

崎

大

青

氏

・

岩

田

健

三

郎

氏

・

尾

下

昌

士

氏

の

作

品

等

が

街

角

に

展

示

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

七

夕

通

り

で

は

各

隣

保

の

七

夕

飾

り

や

小

学

生

に

よ

る

「

街

角

キ

ャ

ン

パ

ス

」

が

涼

や

か

な

雰

囲

気

を

か

も

し

出

し

ま

し

た

。

期

間

途

中

で

大

雨

洪

水

警

報

が

発

令

さ

れ

た

り

台

風

５

号

が

や

っ

て

き

た

り

・

・

・

、

飾

り

や

展

示

物

を

は

ず

し

た

り

、

つ

け

た

り

で

例

年

に

な

く

大

変

な

界

隈

展

で

し

た

が

、

最

後

の

「

民

俗

学

の

夕

べ

」

の

に

ぎ

や

か

さ

に

疲

れ

も

吹

っ

飛

び

ま

し

た

。

 

最

終

日

に

は

 

第

二

十

八

回

「

山

桃

忌

」

が

開

催

さ

れ

、

町

内

外

か

ら

五

十

名

近

く

の

参

加

が

あ

り

ま

し

た

。

 

         ◆

８

月

４

日

（

土

）

 

民

俗

学

民

俗

学

民

俗

学

民

俗

学

の

のの

の

夕

夕夕

夕

べ

べべ

べ

 

辻

川

の

納

涼

大

会

の

内

容

が

近

隣

地

域

に

も

定

着

し

て

き

た

よ

う

で

、

地

区

外

か

ら

も

多

く

の

見

学

者

が

あ

り

大

盛

況

で

し

た

。

境

内

い

っ

ぱ

い

の

見

学

者

が

、

人

形

劇

（

近

畿

福

祉

大

学

生

）

、

マ

ジ

ッ

ク

シ

ョ

ー

（

マ

ジ

カ

ル

沼

田

氏

他

）

、

太

鼓

と

獅

子

舞

と

餅

つ

き

ば

や

し

（

花

こ

ま

）

、

九

州

福

岡

か

ら

の

猿

回

し

を

楽

し

み

ま

し

た

。

と

り

は

恒

例

の

「

鬼

太

鼓

」

そ

し

て

餅

ま

き

。

辻

川

の

小

学

生

が

頑

張

り

ま

し

た

。

今

年

の

夜

店

は

ど

こ

も

黒

字

？

だ

っ

た

そ

う

で

す

。

 

       ◆

８

月

５

日

（

日

）

 

ク

リ

ー

ン

ク

リ

ー

ン

ク

リ

ー

ン

ク

リ

ー

ン

作

戦

作

戦

作

戦

作

戦

行

わ

れ

る

。

 

◆

８

月

１

６

日

（

木

）

自

治

会

対

抗

自

治

会

対

抗

自

治

会

対

抗

自

治

会

対

抗

親

善

親

善

親

善

親

善

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

大

会

大

会

大

会

 

 

一

回

戦

 

○

 

1

6

―

2

加

治

谷

 

二

回

戦

 

○

 

 

5

―

0

 

庄

 

 

三

回

戦

 

●

 

1

―

8

 

大

門
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辻

川

界

隈

展

辻

川

界

隈

展

辻

川

界

隈

展

辻

川

界

隈

展

〔

〔〔

〔

民

俗

学

民

俗

学

民

俗

学

民

俗

学

の

のの

の

夕

夕夕

夕

べ

べべ

べ

〕

〕〕

〕

に

よ

せ

て

に

よ

せ

て

に

よ

せ

て

に

よ

せ

て

 

 

区

長

 

釜

坂

道

弘

 

 

今

年

は

特

に

暑

い

日

が

続

き

ま

し

た

が

、

皆

さ

ん

お

変

わ

り

は

有

り

ま

せ

ん

か

。

お

見

舞

い

申

し

上

げ

ま

す

。

こ

の

暑

い

中

、

二

十

数

年

続

い

た

辻

川

界

隈

展

を

今

年

も

開

催

す

る

事

が

出

来

ま

し

た

。

 

 

準

備

を

い

た

だ

い

た

方

々

、

出

展

を

い

た

だ

い

た

方

々

、

ま

た

、

協

力

を

い

た

だ

い

た

方

々

に

感

謝

を

申

し

上

げ

ま

す

。

こ

の

辻

川

界

隈

展

は

他

地

区

に

な

い

「

辻

川

ら

し

さ

」

を

一

番

発

揮

出

来

る

行

事

と

言

え

ま

す

。

 

 

古

い

街

並

み

が

残

る

辻

川

界

隈

を

画

廊

に

見

立

て

て

の

界

隈

展

、

ま

た

、

山

桃

忌

の

前

日

に

行

わ

れ

た

「

民

俗

学

の

夕

べ

」

で

は

昨

年

に

も

ま

し

て

多

く

の

皆

さ

ん

に

参

加

を

い

た

だ

き

、

辻

川

に

し

か

出

来

な

い

行

事

が

今

年

も

盛

況

裏

に

開

催

出

来

た

こ

と

は

大

変

喜

ば

し

い

事

と

思

い

ま

す

。

 

 

今

年

は

特

に

「

民

俗

学

の

夕

べ

」

当

日

午

後

の

「

銀

の

馬

車

道

」

写

真

展

・

講

演

会

が

多

く

の

方

々

の

協

力

に

よ

り

有

意

義

な

催

し

と

な

り

ま

し

た

。

今

後

も

地

域

を

愛

す

る

皆

さ

ん

と

『

参

画

と

協

働

』

で

共

に

ま

ち

づ

く

り

を

推

進

し

て

ま

い

り

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

 



 

平

均

年

齢

四

十

八

歳

の

辻

川

チ

ー

ム

が

岡

野

監

督

・

鈴

木

部

長

の

も

と

、

応

援

 

ギ

ャ

ラ

リ

 

ー

の

熱

い

 

声

援

も

後

 

押

し

し

、

 

見

事

ベ

ス

 

ト

８

に

輝

 

き

ま

し

た

。

 

 ◆

９

月

１

７

日

（

月

）

 

敬

老

祝

賀

会

敬

老

祝

賀

会

敬

老

祝

賀

会

敬

老

祝

賀

会

 

 

区

内

対

象

者

１

４

７

名

（

男

性

５

１

名

・

女

性

９

６

名

）

中

５

３

名

の

出

席

を

得

、

文

殊

荘

で

催

さ

れ

ま

し

た

。

女

性

部

等

の

お

手

伝

い

も

あ

り

、

昼

食

を

と

り

な

が

ら

の

余

興

に

和

や

か

な

ひ

と

時

を

過

ご

し

ま

し

た

。

 

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

↑

↑↑

↑

炭

坑

節

は

お

任

せ

 

  

 

↑

↑↑

↑

レ

イ

ン

ボ

ー

キ

ッ

ズ

の

コ

ー

ラ

ス

 

 

  

 祭

り

に

か

け

る

思

い

 

各

種

団

体

各

種

団

体

各

種

団

体

各

種

団

体

の

のの

の

活

動

活

動

活

動

活

動

 

  

 

秋

祭

り

実

行

委

員

会

 

 

秋

祭

り

を

統

括

す

る

辻

川

区

の

代

表

組

織

。

秋

祭

り

前

に

組

織

さ

れ

、

役

割

分

担

を

確

認

す

る

。

統

括

責

任

者

は

釜

坂

区

長

、

実

行

委

員

長

は

内

藤

副

区

長

。

乗

り

子

指

導

・

屋

台

飾

り

付

け

の

青

年

団

、

屋

台

運

行

の

木

方

・

棒

端

、

交

通

整

理

の

消

防

団

、

食

事

準

備

の

子

供

会

・

消

防

Ｏ

Ｂ

・

中

学

Ｐ

Ｔ

Ａ

・

女

性

部

等

９

つ

の

組

織

に

分

か

れ

る

。

そ

れ

ぞ

れ

に

担

当

協

議

委

員

が

補

佐

す

る

。

 

青

年

団

 

 

大

学

生

と

し

て

辻

川

を

離

れ

て

い

る

青

年

も

多

く

少

数

精

鋭

で

は

あ

る

が

、

実

質

的

な

秋

祭

り

運

営

の

中

心

団

体

。

元

気

に

携

わ

る

。

 

☆

☆☆

☆

「

大

鳴

ら

し

」

は

十

月

四

日

 

明

晩

か

ら

屋

台

倉

で

の

練

習

に

 

９

月

７

日

か

ら

始

ま

っ

た

太

鼓

の

練

習

も

中

日

を

過

ぎ

、

い

よ

い

よ

熱

が

こ

も

っ

て

き

た

。

今

年

の

新

乗

り

子

は

３

人

。

頑

張

れ

。

 

      

子

供

会

 

 

鉢

巻

切

り

か

ら

食

事

準

備

や

子

供

警

護

ま

で

、

小

学

生

の

保

護

者

と

し

て

最

も

力

の

入

る

団

体

で

あ

る

。

慣

例

と

し

て

、

父

さ

ん

は

後

方

か

ら

屋

台

を

支

え

る

。

 

消

防

団

 

 

練

り

子

と

し

て

最

も

大

き

な

力

を

発

揮

す

る

。

辻

川

で

は

消

防

団

の

ま

と

ま

り

が

祭

り

の

出

来

を

左

右

す

る

こ

と

が

多

い

。

慣

例

と

し

て

屋

台

の

前

方

に

陣

取

る

。

 

★

★★

★

秋

祭

秋

祭

秋

祭

秋

祭

り

に

り

に

り

に

り

に

協

賛

協

賛

協

賛

協

賛

す

る

す

る

す

る

す

る

 

  

 

任

意

団

体

任

意

団

体

任

意

団

体

任

意

団

体

の

のの

の

取

取取

取

り

りり

り

組

組組

組

み

みみ

み

紹

介

紹

介

紹

介

紹

介

 

  

 

消

防

Ｏ

Ｂ

会

 

 

祭

り

を

盛

り

上

げ

る

枝

豆

や

ホ

ル

モ

ン

う

ど

ん

は

絶

品

。

祭

り

を

支

え

る

縁

の

下

の

力

持

ち

。

 

や

っ

こ

会

 

 

の

ぼ

り

の

花

飾

り

と

「

し

で

」

を

４

０

本

。

や

っ

こ

会

の

こ

だ

わ

り

は

 

単

純

な

物

ま

ね

で

は

な

い

。

し

で

に

は

稲

穂

に

紅

白

の

水

引

。

実

り

の

秋

を

祈

念

す

る

。

 

祭

練

会

 

 

旧

道

に

の

ぼ

り

と

提

灯

。

笹

竹

切

り

も

担

当

す

る

。

祭

り

の

に

ぎ

わ

い

を

つ

く

り

応

援

す

る

。

 

★

★★

★

宮

入

順

宮

入

順

宮

入

順

宮

入

順

と

とと

と

宮

中

宮

中

宮

中

宮

中

で

の

で

の

で

の

で

の

位

置

位

置

位

置

位

置

 

  

 

              辻

川

の

歴

史

ス

ポ

ッ

ト

 

古

宮

と

鈴

の

森

神

社

 

■

鈴

の

森

神

社

に

は

「

明

治

３

６

年

５

月

建

之

」

の

玉

垣

が

拝

殿

正

面

に

あ

り

、

こ

れ

が

今

の

拝

殿

・

社

殿

の

建

立

年

月

に

な

る

。

で

は

、

そ

れ

以

前

は

ど

こ

に

あ

っ

た

の

か

。

古

宮

か

ら

宮

が

遷

（

う

つ

）

さ

れ

た

と

い

う

話

も

聞

く

が

、

結

論

か

ら

言

う

と

、

も

と

も

と

こ

の

地

に

今

よ

り

多

少

小

ぶ

り

の

神

社

が

あ

っ

た

よ

う

だ

。

明

治

４

年

の

辻

川

村

地

図

（

三

木

家

資

料

）

に

は

現

在

地

に

鈴

の

森

神

社

や

山

口

堂

の

絵

が

見

え

る

。

ち

な

み

に

、

今

、

掲

げ

ら

れ

て

い

る

絵

馬

の

中

で

最

も

古

い

も

の

は

天

保

３

年

（

1
8
3
2

年

）

作

で

あ

る

。

 

《

 

古

宮

 

》

 

■

『

此

（

駒

ヶ

岩

）

よ

り

東

北

へ

４

５

町

即

ち

鈴

の

社

よ

り

１

町

足

ら

ず

の

西

に

、

古

宮

と

称

す

る

１

０

坪

ば

か

り

の

岩

石

の

地

あ

り

。

（

鈴

の

森

）

明

神

は

神

馬

に

召

し

て

駒

が

岩

よ

り

古

宮

へ

飛

ば

れ

た

と

言

伝

ふ

。

併

し

、

古

宮

の

岩

は

燧

（

＝

火

打

ち

）

石

に

し

て

村

人

し

ば

し

ば

来

り

て

之

（

こ

れ

）

を

か

き

取

る

が

為

に

、

こ

こ

に

は

馬

蹄

の

跡

の

残

れ

る

も

の

無

き

な

り

。

（

中

略

）

こ

の

辺

は

水

の

手

に

遠

き

岡

の

端

の

新

開

畠

（

は

た

け

）

な

れ

ば

、

恐

ら

く

以

前

は

一

円

の

社

地

の

中

に

し

て

、

古

宮

は

即

ち

森

の

片

端

に

設

け

ら

れ

た

る

昔

の

祭

の

御

旅

所

な

り

し

か

と

思

は

る

』

「

山

島

民

譚

集

（

一

）

馬

蹄

石

」

柳

田

國

男

著

・

・

・

國

男

さ

ん

は

、

古

宮

は

鈴

の

森

神

社

地

の

端

に

あ

り

、

鈴

の

森

神

社

の

お

旅

所

で

あ

っ

た

と

考

え

て

お

ら

れ

た

よ

う

だ

。

 

■

古

宮

を

つ

く

る

岩

石

は

チ

ャ

ー

ト

。

暖

か

い

海

に

す

む

放

散

虫

と

い

う

動

物

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

の

死

骸

が

集

ま

り

固

ま

っ

て

で

き

た

も

の

で

、

そ

の

殻

が

水

晶

と

同

じ

成

分

（

二

酸

化

ケ

イ

素

）

で

硬

い

た

め

に

、

昔

か

ら

火

打

ち

石

に

利

用

さ

れ

た

り

、

石

器

の

原

石

に

な

っ

て

い

た

。

日

本

で

マ

ッ

チ

が

一

般

に

普

及

し

た

の

は

明

治

中

期

だ

か

ら

、

今

の

鈴

の

森

神

社

が

建

立

さ

れ

た

頃

に

は

、

古

宮

の

火

打

ち

石

の

産

地

と

し

て

の

「

価

値

」

は

薄

ら

い

で

い

た

だ

ろ

う

。

 

■

ま

た

、

古

神

道

で

は

神

霊

が

よ

り

つ

く

神

の

座

（

＝

一

般

に

磐

座

（

い

わ

く

ら

）

）

と

し

て

堅

硬

な

岩

塔

が

用

い

ら

れ

て

い

た

よ

う

だ

が

、

こ

れ

が

い

わ

ゆ

る

御

神

体

と

な

っ

て

い

る

神

社

も

あ

る

よ

う

だ

。

瀬

加

の

岩

戸

神

社

も

赤

色

チ

ャ

ー

ト

の

崖

を

背

後

に

持

っ

て

い

る

が

、

チ

ャ

ー

ト

＝

石

器

の

材

料

→

火

打

ち

石

（

硬

く

岩

塔

と

し

て

残

り

や

す

い

）

＝

神

聖

（

御

神

体

）

→

聖

域

（

神

社

）

と

い

う

構

図

が

描

け

な

く

も

な

い

と

思

っ

て

い

る

。

 

■

な

お

、

古

宮

は

地

形

的

に

は

段

丘

崖

を

形

成

し

て

お

り

、

こ

の

地

に

人

が

住

み

つ

く

前

（

約

十

万

年

前

）

に

は

、

今

の

駒

ヶ

岩

同

様

、

市

川

に

洗

わ

れ

る

川

辺

の

露

岩

の

時

期

が

あ

っ

た

。

 

  

 

    

 

 

宮

 

→

→→

→

 

 

 

古

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

崖

 

 
 
 
 
 
 

丘

 

 

 

 

 

 

 

段

 

→

→→

→

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

『

『『

『

山

崎

断

層

と

地

震

』

』』

』

 

  

 

第

３

回

 

地

震

地

震

地

震

地

震

マ

メ

マ

メ

マ

メ

マ

メ

知

識

知

識

知

識

知

識

 

□

 

地

震

の

し

く

み

 

 

地

球

の

表

面

は

十

数

枚

の

プ

レ

ー

ト

と

呼

ば

れ

る

巨

大

な

岩

盤

（

厚

さ

1

0

0

k

m

程

度

）

で

覆

わ

れ

、

そ

れ

ら

が

相

互

に

ゆ

っ

く

り

と

動

い

て

い

る

。

日

本

列

島

に

は

４

つ

の

プ

レ

ー

ト

（

太

平

洋

・

フ

ィ

リ

ピ

ン

海

・

ユ

ー

ラ

シ

ア

・

北

米

）

が

集

ま

る

。

近

い

将

来

心

配

さ

れ

て

い

る

南

海

・

東

南

海

・

東

海

地

震

は

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

海

プ

レ

ー

ト

が

ユ

ー

ラ

シ

ア

プ

レ

ー

ト

の

下

へ

沈

み

込

む

こ

と

に

よ

っ

て

地

下

に

蓄

積

さ

れ

た

ひ

ず

み

を

解

放

す

る

と

き

に

発

生

す

る

（

海

溝

型

地

震

）

。

 

 

一

方

、

内

陸

部

で

発

生

す

る

地

震

を

内

陸

型

ま

た

は

直

下

型

地

震

と

い

う

。

プ

レ

ー

ト

の

ぶ

つ

か

り

あ

う

圧

力

が

大

地

を

圧

迫

し

、

地

表

付

近

の

活

断

層

が

動

い

て

地

震

を

起

こ

す

。

比

較

的

浅

い

と

こ

ろ

で

発

生

す

る

こ

と

が

多

く

、

都

市

直

下

型

の

場

合

、

阪

神

淡

路

大

震

災

の

よ

う

に

大

き

な

被

害

を

も

た

ら

す

。

心

配

さ

れ

る

山

崎

断

層

地

震

も

こ

の

タ

イ

プ

で

あ

る

。

 

□

 

地

震

の

大

き

さ

 

（

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

と

震

度

）

 

 

地

震

が

吐

き

出

し

た

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

大

き

さ

を

示

す

単

位

が

『

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

［

Ｍ

］

』

で

、

地

震

計

の

測

定

結

果

を

解

析

し

て

求

め

る

。

Ｍ

が

１

大

き

く

な

る

と

エ

ネ

ル

ギ

ー

量

は

約

3

2

倍

、

２

大

き

く

な

る

と

1

0

0

0

倍

に

な

る

。

2

0

0

4

年

1

2

月

の

ス

マ

ト

ラ

島

沖

地

震

［

M

8

.

8

］

で

は

1

9

9

5

年

1

月

の

兵

庫

県

南

部

地

震

［

M

7

.

3

］

の

約

1

8

0

倍

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

一

気

に

出

た

こ

と

が

わ

か

る

。

 

 

一

方

、

『

震

度

』

は

そ

れ

ぞ

れ

の

地

域

で

の

揺

れ

の

程

度

で

、

震

度

計

で

測

定

す

る

。

震

源

か

ら

の

距

離

だ

け

で

な

く

地

盤

の

状

態

に

よ

っ

て

震

度

は

異

な

る

。

震

度

が

１

大

き

く

な

る

と

揺

れ

は

約

３

倍

強

く

な

る

。

日

本

の

震

度

階

級

は

０

～

７

。

兵

庫

県

南

部

地

震

以

降

、

震

度

５

と

６

が

強

・

弱

に

２

分

さ

れ

、

十

段

階

に

。

一

般

に

人

的

被

害

が

出

る

の

は

震

度

５

強

以

上

の

こ

と

が

多

い

。

ま

た

、

本

震

よ

り

大

き

な

余

震

（

残

さ

れ

た

ひ

ず

み

の

解

放

）

は

な

い

。

 

□

 

緊

急

地

震

速

報

 

 

十

月

一

日

か

ら

ス

タ

ー

ト

す

る

緊

急

地

震

速

報

は

、

山

崎

断

層

を

震

源

と

す

る

地

震

の

場

合

、

こ

こ

福

崎

で

は

役

に

立

た

な

い

。

震

源

が

近

す

ぎ

る

た

め

で

あ

る

が

・

・

念

の

た

め

に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［

田

崎

］

 

 編

集

後

記

 

「

辻

川

だ

よ

り

」

を

Ｂ

４

版

に

拡

大

し

、

縦

書

き

６

段

組

み

に

変

更

し

ま

し

た

。

い

か

が

で

す

か

。

 

《西側》               《東側》 

             １．田尻 

            ２．大門 

４．北野        ３．加治谷 

６．井ノ口       ５．辻川 

８．西光寺       ７．中島 

１０．吉田        ９．西野 

１２．長目       １１．八反田 

            １３．亀坪 

拝

拝拝

拝 

  

 殿

殿殿

殿    

舞

舞舞

舞    台

台台

台    


